
読書会βメモ 2025.11.16 加本実 
 
課題図書： 戸谷洋志、詭弁と論破 ― 対立を生みだす仕組みを哲学する、朝日新書、2025.4 
対話の哲学 
― 言葉で他者を打ち負かさないという倫理 ― 
いま、言葉は人を癒やすよりも、傷つける力を強くもつようになっています。SNS では論破が喝采
を浴び、政治は断言を競い、教育の場では「明確に言うこと」が美徳とされます。その喧噪のなか
で、言葉が本来もっていた「つなぐ力」が、静かに失われつつあるように思います。戸谷洋志さん
の『詭弁と論破』は、この状況を一時的な風潮ではなく、理性の倫理的な危機として描いていま
す。かつて理性は、自由と相互理解を導く光でした。しかしいまでは、真理よりも勝利を求める
「パフォーマンスの理性」へと変わってしまっています。著者が「怪物」と呼ぶのは、論理の鎧を
まといながら、他者への想像力を失ってしまった私たち自身の姿です。この危機に対して戸谷さん
が示す鍵が、社交（sociability）という考え方です。社交とは、意見を一致させることではなく、違
いを抱えたまま語り続ける力のことです。ハンナ・アーレントの「複数性」という考えにも通じる
ように、違いを受け入れながら共に世界をつくる姿勢です。理性を剣ではなく、橋として使うこと
――それが社交の哲学なのだと思います。政治では合意よりも「不一致の持続」を、教育では正し
さよりも「共に考え続ける力」を、メディアでは「壊さない自由」を大切にする。社交とは、抑え
ること、譲ること、沈黙を恐れないこと――やさしさの哲学なのです。言葉が暴力になりやすい今
だからこそ、社交は、人間が人間であり続けるための、最も基本的な倫理なのだと思います。哲学
とは、もう論争に勝つための技ではなく、対話を生かし続ける勇気のことなのです。 
（ChatGPT による生成テキスト） 
 
以下は参考図書： 
山崎雅弘『詭弁社会』（祥伝社、2024 年） 
本書の主題は、「詭弁（きべん）」という言葉で表される、一見もっともらしいが論理的には正しく
ない主張・説明の使われ方・蔓延の構図を日本社会、政治、歴史的文脈において浮き彫りにするこ
とで、帯・裏表紙の紹介では、以下のように提示されています： 
「近年の政治報道で連日のように見聞きする『そのご批判は当たらない』『○○の意図はなかっ
た』『コメントを差し控えさせていただく』といった政治家の言葉。これらは“詭弁”と言われ、相
手をあざむくことを目的に使われる議論の詐術である。詭弁は、『ウソ』と同じく人間社会の理性
や良識を食い散らかして壊してしまう怪物であり、政治の世界のみならず、言論界や我々一般社会
をも静かに蝕んでいる。つまり、著者は「詭弁＝論理的に誠実でない議論手法」が、現代日本の政
治・社会・言論において「怪物」のように広がっており、それに対抗する“免疫”を作るための考察
書として本書を位置づけています。」 



 
山崎雅弘『ウソが勝者となる時代』（祥伝社、2025 年） 
いよいよ、詭弁が力を持ってきて、「ウソが勝者になる時代」の本を山崎さんがだすようになりま
した。なんとも、寂しいことです。金融資本主義といい、なじめない、わたくしとしては、これか
らの生き方が難しく感じます。５章にそれをまとめようとする意欲を感じますが、どうでしょう。 
目次： 
第１章 ウソと言いがかりの帝王 ドナルド・トランプ  
第２章 日本国内でも跋扈し始めたウソと言いがかりの使い手たち  
第３章 ウソと言いがかりが引き起こした戦争の数々  
第４章 歴史歪曲と差別の正当化にも使われるウソと言いがかり  
第５章 「ウソと言いがかりが勝つ時代」に社会はどう対処すべきか 
 世界で進行する「ウソと言いがかり」のビジネス化 
 ウソと言いがかりの常習犯に見られる「歪んだ全能感」 
 「国や社会を守る」という大義名分でなされる差別や言いがかり攻撃 
 人はなぜ物事を「勝ち負け」で理解する思考に誘導されるのか 
 「ウソが勝者となる時代」をいかにして乗り越えるか 
 
東浩紀『訂正する力』（朝日新書、2023 年） 
第１章 「なぜ『訂正する力』は必要か」 
ヨーロッパのしたたかさ、「空気」は訂正できるか、『「空気」の研究』という空気...（以下多数）
第２章 「『じつは……だった』のダイナミズム」 
訂正は日常的にやっている、試行錯誤の価値、対話は終わらない、 …（以下多数） 
第３章 「親密な公共圏をつくる」 
時事と理論と実存、訂正する力は経営の哲学だ、…（以下多数） 
第４章 「『喧騒のある国』を取り戻す」 
日本思想の批判的な継承、日本哲学のジレンマ、…（以下多数） 
 
他の関係図書：カント『人倫の形而上学』（岩波書店、2024 年） 

これは、未読です。 
 
 
 
 
 



 
ChatGPT に訊きながらまとめてみました。 
ウソが勝つ時代を生きる知恵 
私たちはいま、「ウソと言いがかりが勝つ時代」に生きている。情報はあふれ、真実よりも感情が
速く拡散し、正直さが評価されにくい。商業主義やビジネス偏重の社会構造は、注目や刺激を利益
に変える仕組みをつくり、誤情報や扇情的な発信が広まりやすい環境を生んでいる。さらに、侵
略・戦争・紛争への不安が社会を覆い、情報が現実の戦場と結びつく「情報戦」の様相も見られ
る。また、匿名性を利用した詐欺や誹謗中傷が、信頼関係の基盤を揺るがしている。こうした複合
的な背景の中で、私たちは改めて「どう生きるか」を問われている。 
第一に、真実を探し続ける姿勢を持たなければならない。真実とは、誰かが与えるものではなく、
自ら探し求める営みである。懐疑と誠実を併せ持ち、疑うことを通して理解を深める。それは、プ
ラトンの洞窟を出て光を見ようとする行為に似ている。カントは「啓蒙とは、人が自らの未熟から
抜け出す勇気を持つこと」と述べた。真実を求めるとは、他人任せの思考から自立する試みであ
り、それは知的にも倫理的にも、人間の尊厳に関わる行為である。 
第二に、沈黙と発言の倫理を考える必要がある。声の大きさが優位を決める社会では、誠実な言葉
ほど届きにくい。沈黙はときに勇気であり、誤情報や攻撃的言説に加担しない態度の表れでもあ
る。一方で、必要なときには孤立を恐れず、事実を語る責任もある。沈黙と発言のどちらを選ぶに
せよ、そこには判断と節度が求められる。 
第三に、ゆっくり考え、確かめ、つながる姿勢を持ちたい。速度と効率が価値とされる時代にあっ
ても、読むこと、会うこと、語ることの意味を見直す必要がある。信頼は数値や反応ではなく、顔
と声、時間の積み重ねの中に育まれる。小さな共同体での対話と助け合いは、社会の健全さを保つ
基盤となる。この読書会βも、そのような場の一つとなり得る。 
ウソが力を持ち、不安と利潤が結びつく時代において、正直であることは、静かだが確かな抵抗で
ある。誠実に考え、語り、行動する人が増えるほど、社会は少しずつ、安定と信頼を取り戻してい
く――そう信じたい。 


